
宇

陀

・

名

張

地

域

鳥

獣

害

防

止

広

域

対

協

議

会

（

以

下

協

議

会

と

表

記

）

で

は

、

現

在

名

張

A

・

B

群

の

個

体

調

査

を

行

っ

て

い

ま

す

。

個

体

調

査

は

、

群

れ

や

個

体

の

正

体

を

見

極

め

適

切

な

対

策

を

行

う

上

で

重

要

な

仕

事

で

す

。

そ

の

地

域

に

、

ど

れ

だ

け

の

サ

ル

が

生

息

で

き

る

自

然

が

残

さ

れ

て

い

る

か

を

把

握

す

る

こ

と

も

、

個

体

調

査

に

は

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

サ

ル

的

見

地

か

ら

見

た

生

息

域

を

見

極

め

る

の

も

大

事

な

こ

と

で

す

。

個

体

数

の

調

整

と

被

害

防

除

対

策

は

車

の

両

輪

の

よ

う

な

関

係

で

、

両

方

の

バ

ラ

ン

ス

が

と

れ

た

管

理

体

制

が

必

要

で

す

。

サ

ル

は

、

シ

カ

や

イ

ノ

シ

シ

に

比

べ

個

体

数

は

急

激

に

増

加

し

ま

せ

ん

が

、

農

作

物

に

依

存

す

る

群

れ

で

は

増

加

率

は

高

く

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

れ

に

加

え

温

暖

化

で

、

冬

の

寒

さ

に

よ

る

死

亡

率

は

低

下

し

、

全

国

的

に

サ

ル

は

年

々

増

え

る

傾

向

に

あ

る

と

聞

き

ま

す

が

、

協

議

会

で

の

個

体

数

調

査

の

中

間

報

告

に

よ

る

と

、

名

張

A

群

で

は

8

頭

増

の

総

数

43

頭

。

名

張

B

群

で

は

12

頭

減

で

総

数

38

頭

。

名

張

B

群

の

2

年

間

で

12

頭

減

少

の

要

因

は

思

い

当

た

る

節

は

見

つ

か

り

ま

せ

ん

。

名

張

B

群

で

は

、

何

か

大

き

な

異

変

が

起

き

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

？

。

断

定

は

出

来

ま

せ

ん

が

、

減

少

し

た

と

思

わ

れ

る

20

頭

ほ

ど

が

、

居

心

地

の

良

い

新

天

地

を

求

め

て

「

群

れ

分

か

れ

」

し

た

と

云

う

こ

と

も

考

え

ら

れ

ま

す

。

個

体

調

査

を

担

当

さ

れ

た

近

畿

中

国

四

国

農

業

研

究

セ

ン

タ

ー

の

山

田

彩

氏

は

、

B

群

の

現

状

を

明

ら

か

に

す

る

た

め

に

、

追

跡

調

査

を

行

な

っ

て

い

ま

す

。

調

査

は

、

地

域

住

民

の

目

撃

情

報

を

得

な

が

ら

、

平

成

26

年

3

月

頃

ま

で

継

続

さ

れ

る

予

定

で

す

。

是

非

、

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

平

成

25

年

度

個

体

調

査

中

間

報

告

。

名

張

A

群

オ

ト

ナ

オ

ス

1

頭

オ

ト

ナ

メ

ス

15

頭

ワ

カ

モ

ノ

オ

ス

0

頭

ワ

カ

モ

ノ

メ

ス

2

頭

コ

ド

モ

19

頭

ア

カ

ン

ボ

ウ

6

頭

名

張

B

群

オ

ト

ナ

オ

ス

2

頭

オ

ト

ナ

メ

ス

11

頭

ワ

カ

モ

ノ

オ

ス

1

頭

ワ

カ

モ

ノ

メ

ス

2

頭

コ

ド

モ

17

頭

ア

カ

ン

ボ

ウ

5

頭

平

成

24

年

度

捕

殺

数

名

張

A

群

5

頭

名

張

B

群

12

頭

近

頃

、

イ

ノ

シ

シ

に

よ

る

畦

畔

や

溜

池

の

法

面

、

道

路

の

法

面

、

水

路

等

の

農

業

土

木

構

造

物

の

「

掘

越

し

被

害

」

が

急

激

に

増

加

し

て

い

ま

す

。

山

間

部

の

み

な

ら

ず

比

較

的

平

坦

な

所

に

ま

で

「

掘

越

し

被

害

」

が

拡

大

傾

向

に

あ

り

ま

す

。

畦

畔

や

水

路

の

保

全

は

、

圃

場

管

理

の

内

で

も

水

稲

栽

培

に

欠

か

せ

な

い

重

要

な

こ

と

で

す

。

水

稲

や

大

豆

、

野

菜

等

の

農

作

物

被

害

も

痛

手

で

す

が

、

農

業

土

木

構

造

物

に

及

ぶ

被

害

の

方

が

労

力

的

、

金

銭

的

に

も

一

段

と

大

き

な

痛

手

と

な

り

ま

す

。

矢

川

付

近

で

も

、

山

際

か

ら

離

れ

た

比

較

的

平

坦

な

所

ま

で

被

害

が

及

ん

で

い

ま

す

。

イ

ノ

シ

シ

の

食

性

は

、

雑

食

性

で

何

で

も

食

べ

ま

す

が

、

主

に

植

物

で

ク

ズ

、

ヤ

マ

イ

モ

、

チ

ガ

ヤ

な

ど

の

根

茎

や

各

種

の

葉

、

果

実

、

ド

ン

グ

リ

な

ど

。

動

物

で

は

昆

虫

類

、

ミ

ミ

ズ

、

カ

エ

ル

な

ど

を

食

べ

、

そ

の

ほ

か

に

人

間

が

食

べ

る

も

の

は

ほ

と

ん

ど

食

べ

る

と

考

え

て

よ

い

で

し

ょ

う

。

イ

ノ

シ

シ

の

食

性

を

考

慮

し

た

冬

場

の

圃

場

管

理

が

望

ま

れ

ま

す

。

畦

畔

の

草

刈

り

は

、

こ

ま

め

に

行

い

冬

場

に

青

草

を

発

生

さ

せ

な

い

よ

う

心

が

け

ま

し

ょ

う

。

稲

刈

り

後

に

耕

起

せ

ず

放

置

し

て

お

く

と

切

り

株

か

ら

二

番

穂

が

登

熟

し

、

こ

れ

ら

が

晩

秋

か

ら

冬

期

に

か

け

て

、

野

生

獣

の

餌

場

と

な

り

ま

す

。

稲

刈

り

後

も

継

続

的

に

柵

を

設

置

す

る

か

、

速

や

か

に

耕

起

す

る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

畦

畔

の

保

全

に

は

、

ヒ

ガ

ン

バ

ナ

の

植

栽

が

効

果

が

あ

る

そ

う

で

す

。

ヒ

ガ

ン

バ

ナ

の

球

根

に

は

、

獣

類

を

寄

せ

付

け

な

い

効

果

が

あ

る

と

云

わ

れ

て

い

ま

す

。

球

根

に

は

イ

ノ

シ

シ

の

餌

と

な

る

ミ

ミ

ズ

な

ど

土

壌

動

物

の

忌

避

作

用

が

あ

る

よ

う

で

す

。

ヒ

ガ

ン

バ

ナ

は

草

丈

が

低

く

草

刈

り

は

不

要

で

、

環

境

美

化

に

も

つ

な

が

り

ま

す

。

是

非

一

考

を

。

（

写

真

＝

被

害

の

畦

畔

ヒ

ガ

ン

バ

ナ

植

栽

矢

川

で

）

名

張

農

林

資

源

室

で

は

、

月

毎

の

猿

の

行

動

域

を

調

査

し

季

節

的

に

ど

こ

を

通

り

ど

こ

を

よ

く

利

用

し

て

い

る

か

を

、

調

べ

て

い

ま

す

。

こ

の

調

査

に

よ

っ

て

、

特

定

地

域

に

お

け

る

防

除

強

化

が

、

他

地

域

へ

の

影

響

な

ど

を

推

測

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

継

続

的

に

行

動

域

を

調

べ

る

こ

と

で

、

移

動

ル

ー

ト

の

変

化

、

出

没

回

数

な

ど

被

害

発

生

地

域

が

ど

の

よ

う

に

変

化

し

て

い

る

か

が

明

ら

か

に

な

り

、

今

後

の

対

策

に

役

立

て

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

サ

ル

は

好

ん

で

通

過

す

る

ル

ー

ト

を

持

っ

て

い

ま

す

。

そ

れ

が

解

る

こ

と

に

よ

り

、

今

後

の

遊

動

域

の

変

化

の

予

測

を

し

た

り

そ

の

ル

ー

ト

を

分

断

す

る

こ

と

が

可

能

に

な

り

ま

す

。

手

間

暇

の

か

か

る

貴

重

な

デ

ー

タ

ー

で

す

。

名

張

農

林

資

源

室

は

、

広

報

な

ど

で

開

示

し

サ

ル

対

策

に

反

映

さ

す

べ

き

で

す

。

尚

、

名

張

市

農

林

資

源

室

の

行

動

域

調

査

（

移

動

図

）

は

名

張

鳥

獣

外

問

題

連

絡

会

HP

で

閲

覧

出

来

ま

す

。

キ

ー

ワ

ー

ド

「

名

張

鳥

獣

外

問

題

連

絡

会

」

個

体

調

査

中

間

報

告

で

は

、

名

張

A

群

は

横

ば

い

状

態

で

、

B

群

で

は

大

幅

な

減

少

が

み

ら

れ

ま

す

。

発

信

器

B3

装

着

の

サ

ル

の

周

辺

に

は

、

群

れ

は

み

ら

れ

ず

B3

一

頭

に

な

っ

て

い

る

そ

う

で

す

。

名

張

B

群

で

は

何

か

大

き

な

異

変

が

起

き

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

？

。

近

畿

中

国

四

国

農

業

研

究

セ

ン

タ

ー

の

山

田

彩

氏

は

、

B

群

の

現

状

を

明

ら

か

に

す

る

た

め

に

、

地

域

住

民

に

目

撃

情

報

を

求

め

て

い

ま

す

。

是

非

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

指指指指

南南南南

員員員員

報報報報

告告告告

11

月

の

サ

ル

の

動

向

Ａ

群

は

、

先

月

は

青

蓮

寺

湖

と

比

奈

知

湖

で

栗

等

が

豊

富

に

あ

っ

た

た

め

往

来

が

多

か

っ

た

。

今

月

頃

か

ら

食

べ

物

少

な

く

な

り

、

移

動

範

囲

も

狭

く

、

柿

の

豊

富

な

集

落

に

集

中

し

、

被

害

の

報

告

が

よ

く

聞

か

れ

る

。

Ｂ

群

は

、

Ｂ

１

．

２

の

群

れ

が

西

谷

、

砥

取

、

滝

谷

、

大

和

龍

口

，

伊

賀

竜

口

，

赤

目

長

坂

、

上

三

谷

と

国

道

１

６

５

号

線

よ

り

南

の

地

区

に

移

動

範

囲

が

限

ら

れ

、

数

日

同

じ

集

落

へ

と

ど

ま

る

日

が

多

い

。

又

、

個

体

数

調

査

の

結

果

、

B3

は

受

信

の

み

で

、

目

視

が

出

来

な

い

日

が

続

い

て

い

た

が

、

年

老

い

て

動

き

が

鈍

く

、

１

頭

の

み

単

独

行

動

し

て

い

る

の

を

目

撃

し

て

い

る

。

時

々

、

B1

，

B2

，

の

群

れ

に

Ｂ

３

の

電

波

を

受

信

。

偶

然

に

遭

遇

し

た

の

か

？

共

に

移

動

す

る

こ

と

が

が

確

認

さ

れ

て

い

る

。

尚

、

先

月

よ

り

農

作

物

被

害

の

報

告

が

多

く

な

っ

た

。
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群

の

広

が

り

？

個

体

調

査

畦畔を崩すイノシシ

「「「「

とととと

れれれれ

たたたた

てててて

！！！！

なななな

ばばばば

りりりり

２２２２

００００

１１１１

３３３３

」」」」

がががが

11117777

日日日日

、、、、

名名名名

張張張張

市市市市

役役役役

所所所所

市市市市

民民民民

広広広広

場場場場

でででで

開開開開

かかかか

れれれれ

たたたた

。。。。

当当当当

日日日日

はははは

恒恒恒恒

例例例例

のののの

『『『『

野野野野

生生生生

動動動動

物物物物

追追追追

いいいい

払払払払

いいいい

犬犬犬犬

』』』』

（（（（

MMMMDDDD

））））

のののの

出出出出

演演演演

がががが

ああああ

りりりり

観観観観

客客客客

かかかか

らららら

労労労労

いいいい

のののの

大大大大

きききき

なななな

拍拍拍拍

手手手手

をををを

浴浴浴浴

びびびび

たたたた

。。。。

獣獣獣獣

害害害害

がががが

深深深深

刻刻刻刻

化化化化

すすすす

るるるる

なななな

かかかか

、、、、

市市市市

民民民民

はははは

MMMMDDDD

のののの

活活活活

動動動動

にににに

注注注注

目目目目

しししし

期期期期

待待待待

をををを

しししし

てててて

いいいい

るるるる

ここここ

とととと

がががが

、、、、

拍拍拍拍

手手手手

のののの

大大大大

きききき

ささささ

でででで

痛痛痛痛

感感感感

しししし

たたたた
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MMMMDDDD

倶倶倶倶

楽楽楽楽

部部部部

はははは

、、、、

『『『『

MMMMDDDD

がががが

守守守守

れれれれ

るるるる

範範範範

囲囲囲囲

にににに

はははは

限限限限

界界界界

がががが

ああああ

りりりり

効効効効

果果果果

はははは

局局局局

所所所所

的的的的

でででで

ああああ

るるるる

。。。。

MMMMDDDD

のののの

いいいい

るるるる

地地地地

域域域域

にににに

ササササ

ルルルル

がががが

出出出出

没没没没

しししし

なななな

くくくく

なななな

っっっっ

てててて

もももも

、、、、

ササササ

ルルルル

がががが

活活活活

動動動動

エエエエ

リリリリ

アアアア

をををを

移移移移

動動動動

しししし

たたたた

だだだだ

けけけけ

でででで

はははは

意意意意

味味味味

がががが

なななな

いいいい

。。。。

地地地地

域域域域

全全全全

域域域域

にににに

、、、、

帯帯帯帯

状状状状

にににに

配配配配

置置置置

すすすす

るるるる

のののの

がががが

理理理理

想想想想

でででで

ああああ

るるるる

がががが

頭頭頭頭

数数数数

不不不不

足足足足

でででで

ああああ

るるるる

』』』』

とととと

…………

。。。。

因因因因

みみみみ

にににに

、、、、

四四四四

期期期期

生生生生

とととと

しししし

てててて

現現現現

在在在在

6666

頭頭頭頭

をををを

訓訓訓訓

練練練練

育育育育

成成成成

中中中中

。。。。

モモモモンンンンキキキキーーーードドドドッッッッググググ集集集集合合合合

移動図の活用

サルの出没状況

名張A・B群


